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HVAC&R
JAPAN 2026
出展概要

申込受付開始日

2025年 6月 2日（月）
※公式サイト（https://www.jraia.or.jp/hvacr/）よりWeb申込みを受け付けます。
　6月2日(月)以降、公式Webサイトから申込書をダウンロードしていただくことも可能です。

※1

※2

事務局では出展に必要な最低限のブース装飾をまとめたパッケージブースを用意いたします。
詳細は事務局までお問い合わせください。（1ブースにつき約7万円を予定）
会員とは主催団体である（一社）日本冷凍空調工業会の正会員・特別会員・賛助会員を指します。

申込締切日

2025年 8月 29日（金）
※ただし、満小間になり次第締め切らせていただきます。

出展料金

3m × 3m

33万円（税込）

39万6千円（税込）

※2

※1

1小間

2970
（内寸2950）

ブースイメージ 出展料金に含まれる費用

● 1小間スペース

● システム壁面
   （隣接小間有の場合）

● 以下の無料プログラム
　・招待状、ポスターセット

　・公式Webサイトへの
　　出展者情報掲載

　・ニュースリリースへの
　　出展者情報掲載

1小間仕様

1小間を幅3ｍ×奥行3ｍ×高さ2.7ｍのスペースとします。
隣接小間がある場合、主催者が隣接小間との境界にシステム壁面を設営し、
1小間のサイズは幅2.97ｍ×奥行2.97ｍとなります。
隣接小間がない場合は、スペースのみのご用意となります。

会期までのスケジュール

6月 申込受付開始2日（月）

8月 出展申込締切29日（金）

10月 出展者説明会 （フロアプラン公開）予 定

12月下 旬 各種提出書類締切

3月 開催概要発表会11日（火）2025年

1月2026年 ブース設営 （3日間）- 1月26日（月）

1月 - 1月30日（金） 開　　 催 （4日間）
1月 30日（金）

24日（土）

27日（火）

展示会終了後即日撤去
HVAC & R JAPAN 事務局
mail：info@hvac-r.jp

小間位置決定方法等申込にあたって
展示小間位置に決定は、出展小間数、過去の出展実績、出展内容等を勘案し、主催者にて行います。
主催者は、展示効果向上等のために小間位置発表後も、小間を再配置できるものとします。
その場合、出展者は主催者に対し、小間位置の変更やそれにより発生する経費について、賠償請求はできません。

出展申込はこちら

1小間

会　員

一　般

展示会についてのお問い合わせ・お申込み

出展料金に含まれない費用

搬入出に関わる費用、
ブースの装飾、テーブル、椅子、
社名表示、照明、電源 など



 

開催概要

　HVAC&R JAPAN 2026 (第44回冷凍・空調・暖房展)」は2026年1月27日(火)から30日(金)までの4日間、
一般社団法人　日本冷凍空調工業会の主催により東京ビッグサイトにおきまして開催いたします。「HVAC&Rには
未来の答えがある」をメインテーマに最先端の技術・システムおよび最新の製品・サービスを一堂に展示いたします。
　さて、2050年のカーボンニュートラル達成に向けた取組みは引き続き冷凍空調業界の主要課題です。カーボン
ニュートラルをはじめとした持続可能な社会に貢献するさまざまな技術革新が進んでおり、注目と期待が高まって
おります。前回2024年は国内外から多くの方々におこし頂き、来場者数は過去最高を記録しました。
　本展示会では、そうした期待に応える世界トップ水準の省エネ技術やヒートポンプ技術の適用分野拡大、新冷媒
に加えて冷媒漏洩対策や再生冷媒の利活用など最先端の冷媒関連技術といった、多様な課題の解決に貢献する
最先端の機器、システム、サービスを展示すると共に、出展企業・団体と来場者様とのビジネスマッチングの機会を
創出いたします。
　２年に１度の絶好のビジネス交流の場として、前回まで2ホールでの開催でしたが、今回は初の３ホールに拡大
して開催いたしますので、是非積極的なご出展とご活用をお願い申し上げます。また、関係各所、協賛団体・学会、
報道機関等の皆様方にも、ご支援・ご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

一般社団法人
日本冷凍空調工業会

本展示会は、1956年(昭和31年)に
前身の「国産冷凍機器展」として初めて開催されて以来、
半世紀以上にわたり、国内唯一の冷凍・空調・暖房機器産業の
展示会として「ヒーバックアンドアール」の愛称で親しまれてきました。
今回も“HVAC＆Rには未来の答えがある”をメインテーマとし、
世界的環境課題の解決の一助となる製品・システム・技術等を
発表する最大規模の専門見本市・展示会を開催します。

ウレタンフォーム工業会
一般財団法人 住宅・建築SDGs推進センター
高圧ガス保安協会
一般財団法人 省エネルギーセンター
一般財団法人 新エネルギー財団
一般社団法人 日本ガス協会
一般社団法人 日本ガス石油機器工業会
一般社団法人 日本機械工業連合会
日本チェーンストア協会
日本冷却塔工業会
一般財団法人 家電製品協会
公益社団法人 空気調和・衛生工学会
一般社団法人 建築設備技術者協会
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構
一般社団法人 全国スーパ一マーケット協会
一般社団法人 全国建設業協会

全国電機商業組合連合会
一般社団法人 ソーラーシステム振興協会
電気事業連合会
一般社団法人 電気設備学会
一般社団法人 電子情報技術産業協会
一般社団法人 日本エレクトロヒートセンター
公益社団法人 日本空気清浄協会
一般社団法人 日本空調衛生工事業協会
一般財団法人 日本空調冷凍研究所
一般社団法人 日本建設業連合会
一般社団法人 日本産業機械工業会
一般社団法人 日本食品機械工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動販売システム機械工業会
一般社団法人 日本設備設計事務所協会連合会
一般社団法人 日本太陽エネルギー学会
日本暖房機器工業会

一般社団法人 日本電気計測器工業会
一般社団法人 日本電機工業会
一般社団法人 日本熱供給事業協会
一般社団法人 日本バルブ工業会
日本フォームスチレン工業組合
日本フルオロカーボン協会
一般社団法人 日本保温保冷工業協会
一般社団法人 日本ボイラ協会
日本床暖房工業会
公益社団法人 日本冷凍空調学会
一般社団法人 日本冷凍空調設備工業連合会
一般社団法人 日本冷凍食品協会
一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構
発泡スチロール協会
一般財団法人 ヒートポンプ・蓄熱センター
一般社団法人 プレハブ建築協会 （50音順）

ごあいさつGreeting

HVAC & R JAPAN  とは

協 賛（予定）

会長 澤井 克行

HVAC&R JAPAN 2026（ヒーバックアンドアールジャパン）

2026年1月27日（火）～1月30日（金）　10:00-17:00（最終日は16:00まで）

東京ビッグサイト　東展示棟4,5,6ホール

一般社団法人 日本冷凍空調工業会

経済産業省（予定）

2024年実績　出展者149社/団体 766小間 

特別講演、基調講演、企画セミナー等

展示会名称
会 期
会 場
主 催
後 援
展示会規模
併 催 行 事

出展対象分野の拡大 建築物・ホールライフの脱炭素化に向けた全てのステークホルダーの出展を歓迎します

従来の出展対象分野
冷凍空調機器 産業用冷却・加熱設備 暖房給湯機器（ATW）
コジェネレーション ガス空調システム 地域冷暖房システム

不動産・デベロッパー ゼネコン・サブコン DX・GXソリューション
サステナブル建築 省エネ空調・設備設計 空調衛生システム

関連資材・部品 再生可能エネルギー利用 エネルギーマネジメントシステム

東京ビッグ
サイト

最大小間数

来場者数

名27,383
2016年 / 東京ビッグサイト

来場者数

名25,251
2018年 / 幕張メッセ

過去最大
出展者数

過去最大
来場者数

新規の出展対象分野

HVAC＆Rは業界の垣根を越えた協力と出会いで、新たな価値を創造します

サポートプログラム、サイドイベント・コンファレンスの充実等、詳細は順次HPにてご紹介します。

過去開催実績

社210
小間802

出展者・小間数

2020年
幕張メッセ
開催中止

2022年
東京

ビッグサイト
縮小開催

社149
小間766

出展者・小間数

社188
小間734

出展者・小間数

来場者数

名33,513
2024年 / 東京ビッグサイト

2026年
「国産冷凍機器展」初開催から70周年


